
 

令和７年度 事業報告 

 

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

 

 

（研修事業関係） 

Ⅰ 全国篤志面接委員大会（中央研修会）の開催 

  基調講演の他、前回大会のアンケート結果等を踏まえ、小グループによる意

見交換を実施した。 

１ 実施日 令和７年１０月７日（火） 

２ 会 場 中央合同庁舎第６号館Ａ棟 法務省地下大会議室 

３ 参加者 計１２３名（篤志面接委員８９名、その他関係者３４名） 

４ 大会テーマ 「時代に応じた篤志面接活動の意義と役割の再発見！！」 

５ 内 容 

（１）基調講演 

「社会復帰支援の現状と展望」 

講師 保護局更生保護振興課長 石川 祐介 氏 

（２）意見交換 

議題 「これからの篤志面接活動に思うこと」 

 

Ⅱ 矯正管区管内篤志面接委員研修会の開催 

全ての管区協議会において研修会を開催した。 

〇 第３７回北海道矯正管区管内篤志面接委員研修網走大会 

１ 実施日 令和７年７月１７日（木）・１８日（金） 

２ 会 場 網走セントラルホテル 

３ 参加者 計８１名（篤志面接委員３７名 その他関係者４４名） 

４ 内 容 

(１)講演「北方民族の歴史と文化」 

講師 北海道立北方民族博物館館長  呉人 惠 氏    

(２)研究発表 ３名 

 

〇 第６７回東北矯正管区管内篤志面接委員研修山形大会 

１ 実施日 令和７年７月１１日（金） 

２ 会 場 山形グランドホテル「サンリヴァ」及び「白鳥の間」 

３ 参加者 計８４名（篤志面接委員４３名 その他関係者４１名） 

４ 内 容 

(１)講演 「被害者の視点」 

講師 被害者と司法を考える会代表 片山 徒有 氏 



(２)研究討議 

大会テーマ「時代に応じた篤志面接委員の意義と役割の再発見！」 

         ～これからの社会とのつながりを求めて～ 

討議題「“よりそう”篤志面接活動とは 

～やがて、私たちと共に生きる仲間のために～」 

(３)全体協議会 

 

〇 第６７回関東矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

１ 実施日 令和７年１１月２０日（水） 

２ 会 場 さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階共用大会議室５０１ 

３ 参加者 計１４１名（篤志面接委員７０名 その他関係者７１名） 

４ 内 容 

(１)講演 「オープンダイアローグの考え方や手法について」 

講師 つくばダイアローグハウス院長 斎藤 環 氏 

(２)個別発表 

１０班に分かれ、それぞれ「個別面接実施前後の施設職員との情報共有」、 

「拘禁刑導入と篤志面接委員の役割について改めて考える」、「再犯・再非

行防止のために必要な支援について」、「障害等の生きづらさを抱えた者への 

働き掛けについて」などのテーマについて意見を述べた。 

 

〇 令和７年度中部矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

１ 実施日 令和７年１０月２９日（水） 

２ 会 場 オークスカナルパークホテル富山 

３ 参加者 計９０名（篤志面接委員４９名 その他関係者４１名） 

４ 内容 

(１)講演 「自立を促す認知カウンセリング」 

講師 富山大学教育学部講師 博士（心理学） 小澤 郁美 氏 

(２) 意見発表 発表者３名 

(３) 意見交換 総合司会 富山刑務所所属篤志面接委員 田中 常弘 

 

〇 令和７年度近畿矯正管区管内篤志面接委員研究会 

１ 実施日 令和７年１０月３０日（金） 

２ 会 場 ＫＫＲホテル大阪（銀河） 

３ 参加者 計１５３名（篤志面接委員８５名 その他関係者６８名） 

４ 内容 

(１)講演 「人を変え社会を変えるのは『教育』しかない」 

      ～生きる力を育む心のスポンジ教育プログラム～ 

講師 株式会社良心塾 代表取締役 黒川 洋司 氏 

(２)研究発表 



「支援について考えてみましょう～篤志面接委員活動の深化をめざして～」 

発表者 ４名 

助言者 奈良少年院所属篤志面接委員  大川 哲次 

 

〇 第３８回中国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

１ 実施日 令和７年１０月２３日（木） 

２ 会 場 岡山プラザホテル５階「延養の間」 

３ 参加者 計９６名（篤志面接委員４８名 その他関係者４８名） 

４ 内 容 

(１) 研究討議 発表者２名 

(２)講演 「社会的養育への一つの試み」 

～抱っこから始めるボランティア～ 

講師 一般社団法人ぐるーん代表理事 河本 美津子 氏 

 

〇 第６４回四国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

１ 実施日 令和７年１１月１９日（水） 

２ 会 場 東急 REI ホテル「讃岐・玉藻」 

３ 参加者 計５１名（篤志面接委員２７名 その他関係者２４名） 

４ 内 容 

(１) 講演 「多様な価値観の共生時代：社会の風を矯正に」 

講師 香川大学 副学長 平野 美紀 氏 

(２) 研究発表 ２名 

 

〇 令和７年度九州矯正管区管内篤志面接研究会長崎大会 

１ 実施日 令和７年１１月１９日（水）・２０日（木） 

２ 会 場 ホテルグランドパレス諫早 

３ 参加者 計１３１名（篤志面接委員６９名 その他関係者６２名） 

４ 内容 

(１) 分科会  

刑事施設と少年施設共同で、６つのグループに分かれて研究討議 

・第１部（共通テーマ） 

「篤志面接活動を通して得た学びや発見について」 

・第２部 （選択テーマ） 

「被収容者と接するときに心掛けていることについて」 

「被収容者の自立心を育むために必要なことについて」 

「拘禁刑施行後も篤志面接活動を充実させることについて」 

(２) 講演 「矯正施設出所者の地域社会への再統合支援の在り方 

～ヨーロッパの経験～」 

講師 長崎大学 生命医科学域（保健学系）教授 大西 眞由美 氏 



 

Ⅲ 初任者・リフレッシュ研修会の開催 

１ 実施日 令和７年１２月４日（木） 

２ 会 場 中央合同庁舎第６号館Ａ棟 法務省地下大会議室 

３ 参加者 計７２名（篤志面接委員６１名、その他関係者１１名） 

４ 内 容 

講話Ⅰ「拘禁刑の創設と受刑者処遇」 

講師 矯正局成人矯正課企画官 畠山 智行 氏 

講話Ⅱ「篤志面接活動の歴史、制度と現在の課題」 

講師 全国篤志面接委員連盟理事長 松田 美智子 

講話Ⅳ「面接指導技術」 

講師 長野大学社会福祉学部教授 小林 万洋 氏 

班別討議 

 

Ⅳ 篤志面接委員教養訓練の実施 

  全ての管区協議会において教養訓練として講演会等を開催した。 

地 区 日時・場所・参加人員 研修内容 

北海道 

令和７年１０月２８日（火）  

旭川刑務所  

参加者３４名 

（委員 ２６名、関係者８名）  

「今、子どもたちは！～子ども

シェルター・児童虐待・離婚後共

同親権を考える～」 

弁護士 内田 信也氏 

東 北 

令和７年９月９日（火） 

東北福祉大学仙台駅東口キャン

パス 

参加者４２名 

（委員３７名、関係者５名） 

「出所・出院後の社会内処遇を見

据えて施設内処遇に求めること～

立ち直り支援の現状と課題～」 

福島大学人間発達文化学類特任

教授 生島 浩 氏 

関 東 

令和８年２月１０日（火）） 

さいたま新都心合同庁舎２号館

５階 共用大研修室 

参加者５６名  

（委員４８名、関係者８名） 

人は変わる～動機づけ面接は 

なぜ有効なのか～ 

矯正研修所矯正研修分析官  

青木 治 氏 

中 部 

令和７年９月４日（木） 

名古屋合同庁舎第３号館７階 

会議室 

参加者５１名 

（委員４７名、関係者４名） 

拘禁刑下の矯正処遇の実施等につ

いて～篤志面接委員の皆様への期

待～対話実践（リフレクティン

グ） 

中部矯正管区成人矯正第二課長  

松本 祐二 氏 

近 畿 令和８年２月２日（月） 人は誰でも人生をやり直せる 



大阪合同庁舎４号館４階講堂  

参加者６２名  

（委員５７名、関係者５名） 

一般社団法人 希望への道 

代表理事 遊佐  学 氏 

中 国 

令和８年１月２７日（火） 

広島合同庁舎４号館２階 

共用会議室 

参加者４２名 

（委員３７名、関係者５名） 

１ 講演 

（１）「拘禁刑の概要説明」 

中国矯正管区成人矯正第二課長 

   吉永 一誠 氏 

（２）「鳥取刑務所における取組状 

況について」 

 鳥取刑務所矯正処遇部長 

  細田 尚徳 氏 

２ 意見交換会 

 テーマ「これからの篤志面接 

活動で考えること」 

四 国 

令和７年９月２５日（木 

高松矯正管区大会議室 

参加者３０名 

（委員２３名、関係者７名） 

少年に付き添う人 「愛された体

験」が少年を変える 少年法と付添

人の記録 

弁護士 野口 善國 氏 

九 州 

令和８年２月１２日（木） 

矯正研修所福岡支所第１教室 

参加者５３名 

（委員３０名、関係者２３名） 

違法薬物再乱用防止に向けた取

組について 

厚生労働省九州厚生局麻薬取締

部調査総務課 

鈴木 勇志 氏 

 

 

（表彰事業関係） 

１ 篤志面接活動に功績のあった篤志面接委員２０名に対して全国篤志面接委

員連盟会長表彰を実施した。 

２ 篤志面接活動に功績のあった篤志面接委員２５名に対する法務大臣感謝状

の授与に際して祝意を表した。 

 

 

（慶弔事業関係） 

篤志面接委員の慶弔に際して、表敬・慰謝を行った。 

 

 

（広報・機関誌事業関係） 

１ ホームページを更新し、内容の充実と広報活動の充実を図った。 



２ 機関誌「全篤連だより」を令和７年７月、８年３月に発行した。 

３ 全国篤志面接委員大会、各矯正管区管内篤志面接委員協議会による研修会

及び初任者研修・リフレッシュ研修会の実施に際し記録誌を発行した。 

４ 全国矯正展において専用のブースを設け、篤志面接活動に関する広報を行

った。 

 

 

（事務局関係） 

１ 事業運営目標の達成に向け、その基礎となる次の点に留意した。 

（１）税理士と契約し財務の指導を受けるとともに、監事による１０月までの

上半期の中間監査を実施するなど、財務状況の把握を確実にした。 

（２）ホームページを適宜更新し、連盟からの広報活動の積極化に努めた。 

２ 予算執行について 

（１）公益目的事業会計について、ＪＫＡからの補助金交付決定を受け、あら

かじめ調査した地方研修会の開催及びその準備に必要な経費に基づき、各

矯正管区管内協議会に対して予算配布し、効率的・効果的な執行に努め

た。 

（２）法人会計について、予算の経費節約に努めた。 

 

 

（その他の事業関係） 

  特になし



 

 

令和７年度事業報告 

 

 

 

 

 

令和７年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施

行規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重

要な事項」が存在しないので、作成しない。 

 

 

 

 

 

 

 

令和８（2026）年６月 

公益財団法人全国篤志面接委員連盟 

 


